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１．まるケ灯台　２．民踊流しおどり　
３．歌謡ショー　４．「いく１０さいのあかり」と花火

▲夜空を彩った打上げ花火

▲操法（放水）の様子▲団員の結束で優秀賞を獲得

　

８
月
３
日（
日
）、
い
び
が
わ
の
祭
り
あ

り
が
と
う
花
火
が
揖
斐
川
河
畔
、
揖
斐
川

町
役
場
か
ら
前
島
橋
を
中
心
に
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
の
水
の
恵
み
に
感
謝
す
る
こ
の

花
火
大
会
で
は
、
願
い
を
込
め
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
シ
ー
ル
を
花
火
玉
に
貼
っ
て
打
ち

上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
約
６
５
０
０
発
の
打
上
げ
花
火

と
、「
全
国
育
樹
祭
」
の
文
字
が
現
れ
る

仕
掛
け
花
火
が
あ
り
、
訪
れ
た
多
く
の
人

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
町
合
併
10
周
年
記
念
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
今
回
は
、

清
流
で
育
ま
れ
た
食
、
文
化
、
伝
統
な
ど

の
魅
力
を
伝
え
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
に

繋
げ
る
催
し
「
清
流
ま
る
ケ
」
が
開
催
さ

れ
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
の

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
芸
術
家

の
日ひ

比び

野の

克か
つ

彦ひ
こ

さ
ん
監
修
の
「
ま
る
ケ
灯

台
」
に
火
が
と
も
さ
れ
た
ほ
か
、
合
併
10

周
年
の
10
を
表
し
た
「
い
く
10
さ
い
の
あ

か
り
」
を
揖
斐
川
に
浮
か
べ
る
な
ど
、
会

場
が
ア
ー
ト
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
民

踊
流
し
お
ど
り
」
や
役
場
駐
車
場
で
は
商

工
会
主
催
の
「
歌
謡
シ
ョ
ー
」、「
屋
台
村
」

な
ど
の
催
し
が
あ
り
、
祭
り
を
楽
し
む
浴

衣
姿
の
来
場
者
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
３
日（
日
）、白
川
村
防
災
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、「
消
防
感
謝
祭
」
第
63
回
岐
阜

県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
揖
斐
郡

の
代
表
と
し
て
揖
斐
川
町
消
防
団
（
小
島

分
団
）
が
出
場
し
、
優
秀
賞
（
６
位
）
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
の
44
消
防
団
か
ら
各
地

区
の
大
会
な
ど
で
選
ば
れ
た
27
隊
１
３
５

人
が
出
場
。
今
年
は
５
人
一
組
の「
小
型

ポ
ン
プ
操
法
」で
、的
を
倒
す
ま
で
の
時
間

や
操
作
、
規
律
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

応
援
に
駆
け
付
け
た
消
防
団
員
や
家
族

ら
の
声
援
を
受
け
て
、ど
の
隊
も
訓
練
の

成
果
を
発
揮
し
、レ
ベ
ル
の
高
い
操
法
を

展
開
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た

海
津
市
消
防
団
は
、11
月
８
日
に
東
京
都

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　

海
津
市
消
防
団　

　

準
優
勝　
　

恵
那
市
消
防
団　

　

優
秀
賞　
　

瑞
浪
市
消
防
団　

　
　
　
　
　
　

瑞
穂
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

神
戸
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

揖
斐
川
町
消
防
団

　

優
良
賞　
　

土
岐
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

垂
井
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

北
方
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

本
巣
市
消
防
団

第
63
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
開
催
！

～
揖
斐
川
町
消
防
団
（
小
島
分
団
）
が
優
秀
賞
～

い
び
が
わ
の
祭
り
開
催

～
６
５
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
る
～

❶ ❷
❸ ❹
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▲交通安全を呼び掛ける参加者

▲揖斐総合庁舎で行われた調印式

▲体の動きを確認する参加者

▲土のうを積み上げる参加者

　

７
月
14
日（
月
）、
夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動
（
７
月
11
日
～
20
日
）
に
合
わ
せ
て
、

交
通
安
全
街
頭
指
導
が
揖
斐
警
察
署
前
の

国
道
３
０
３
号
で
行
わ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
を
訴
え
ま
し
た
。

　

街
頭
指
導
に
は
、
揖
斐
警
察
署
、
揖
斐

地
区
交
通
安
全
協
会
や
交
通
安
全
女
性
、

ダ
ン
プ
協
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
約
60
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
善
弘
揖
斐
警
察
署
長
は
「
依
然
、

交
通
情
勢
は
厳
し
い
、
１
件
で
も
交
通
事

故
が
減
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
の
ぼ
り
旗
を
手
に
交
通
安

全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し

て
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

～
基
礎
を
学
ん
で
健
康
づ
く
り
～

　

７
月
２
日（
水
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
で

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
取
り
組
み

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
夏
休
み
の
ラ
ジ

オ
体
操
、
こ
の
日
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
体
操
指
導
者　

青
山
敏
彦
さ
ん

と
テ
レ
ビ
で
活
躍
し
て
い
る
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
天
井
澤
愛
里
沙
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
ラ
ジ
オ
体
操
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
へ
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

約
１
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
講
師
の
手

本
に
合
わ
せ
て
熱
心
に
体
の
動
き
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
に
馴
染
み
の
深

い
ラ
ジ
オ
体
操
、
普
段
は
何
気
な
く
行
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
動
き
に
役
割
が
あ
り
、
的
確
に
動
か
す

こ
と
で
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

揖
斐
川
で
水
防
訓
練

～
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
～

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
街
頭
指
導

～
目
指
そ
う
交
通
事
故
ゼ
ロ
～

薬
剤
師
会
と
揖
斐
郡
三
町
が

災
害
時
協
定
を
締
結

　

７
月
16
日（
水
）、
揖
斐
郡
薬
剤
師
会
と

揖
斐
川
町
、
大
野
町
、
池
田
町
の
郡
内
３

町
が
災
害
時
の
薬
剤
師
医
療
救
護
に
関
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
結
ば
れ
た
協
定
は
、
救
護
所

や
避
難
所
で
の
傷
病
者
に
対
す
る
調
剤
と

服
薬
指
導
、
医
薬
品
の
管
理
、
供
給
、
避

難
所
の
衛
生
管
理
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
町

か
ら
の
要
請
に
対
し
て
支
援
が
受
け
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
、
揖
斐
郡
町
村
会
長
の
宇
佐

美
町
長（
大
野
町
）は「
協
力
機
関
と
の
協

定
で
災
害
時
の
医
療
救
護
の
拡
充
が
で
き

た
。
今
後
も
防
災
力
、減
災
力
を
高
め
て
い

き
た
い
」、揖
斐
郡
薬
剤
師
会
の
広
瀬
彰
会

長
は
、「
大
地
震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
。
速
や
か
に
体
制
を
整
え
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

７
月
６
日（
日
）、
岡
島
橋
下
流
の
河
川

公
園
で
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
時
期
前
に
行
わ
れ
た
こ
の
水
防
訓

練
に
は
、
大
垣
消
防
組
合
、
揖
斐
郡
消
防

組
合
、
揖
斐
川
町
消
防
団
や
近
隣
町
の
消

防
団
な
ど
水
防
関
係
機
関
が
参
加
し
、
技

能
や
連
携
の
習
熟
を
図
り
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
水
や
土
砂
を
せ
き
止
め
る

土
の
う
の
積
み
上
げ
や
、
鋼
板
を
組
み
立

て
る
工
法
な
ど
の
実
践
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
緊
急
災
害
対
策
派

遣
隊
に
よ
る
排
水
訓
練
や
岐
阜
県
防
災
航

空
隊
に
よ
る
救
助
訓
練
も
行
わ
れ
、
参
加

者
ら
が
見
守
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
水
防
事
務
組
合
管
理
者
の
宗
宮

町
長
は
「
徳
山
ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
安

全
な
水
配
り
が
で
き
て
い
る
が
、
万
が
一

に
は
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
た
い
」
と
話
ま

し
た
。
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▲和紙に色を塗る参加者

▲集火台に集まった火

　

７
月
19
日（
土
）、
い
び
川
温
泉
藤
橋
の

湯
の
来
館
者
数
が
１
０
０
万
人
に
達
し
、

施
設
玄
関
前
で
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
同
施

設
は
、
お
湯
の
質
が
良
い
と
温
泉
愛
好
家

に
人
気
で
町
外
や
県
外
か
ら
も
多
く
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
は
来

場
者
90
万
人
を
迎
え
、
今
回
は
早
く
も

１
０
０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
１
０
０
万
人
を
祝
う
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
１
０
０
万
人
目
の
来
場
者
と

そ
の
前
後
の
人
に
、
家
電
製
品
や
回
数
券

な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
く
す

玉
開
扉
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
１
０
０
万

人
目
は
、
本
巣
市
の
髙た

か

橋は
し

浩こ
う

二じ

さ
ん
で
、

髙
橋
さ
ん
は
「
と
て
も
驚
い
た
。
き
れ
い

な
露
天
風
呂
は
気
持
ち
い
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

横
山
ダ
ム
が
50
周
年

　

横
山
ダ
ム
（
藤
橋
地
域
）
が
完
成
か
ら

50
周
年
を
迎
え
、
７
月
19
日（
土
）に
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
に
完
成
し
た
横
山
ダ
ム
は
、

洪
水
調
節
や
水
力
発
電
を
目
的
と
し
て
建

設
さ
れ
た
ダ
ム
で
、
堤
高
は
、
80
メ
ー
ト

ル
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
内
部
に
空
間
が

あ
る
中
空
重
力
式
ダ
ム
で
す
。

　

ダ
ム
の
堤
頂
部
で
行
わ
れ
た
式
典
に

は
、
約
80
人
の
関
係
者
が
出
席
し
て
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
で
50
周
年
を
祝
い
ま
し

た
。
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
の
八

鍬
隆
局
長
が
「
今
後
も
地
域
の
安
全
を
守

る
た
め
に
ダ
ム
管
理
に
万
全
を
期
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
ほ
か
、
50
年
の
歩
み
の
紹

介
や
郷
土
芸
能
の
「
三
倉
の
太
鼓
踊
り
」

の
披
露
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
か
ら
ダ
ム
見
学
会
や
パ
ネ

ル
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
ダ
ム
愛
好
家
や
家

族
連
れ
の
参
加
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
19
日（
土
）、「
清
流
ま
る
ケ
」
採

火
式
が
徳
山
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
採
火
式
は
、
８
月
３
日
に
行
わ
れ

た
「
清
流
ま
る
ケ
」
の
シ
ン
ボ
ル
「
ま
る

ケ
灯
台
」
の
灯
り
を
採
火
す
る
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
意
味
を
持
つ
「
合
併
の
火
」「
国

体
の
火
」「
育
樹
の
火
」
の
３
つ
の
火
の

採
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
火
式
で
は
、
緑
の
少
年
団
に
所
属
す

る
町
内
小
学
校
の
児
童
ら
が
マ
イ
ギ
リ
式

の
火
起
こ
し
器
で
火
を
起
こ
し
、
そ
れ
ら

の
火
を
集
火
台
に
と
も
し
ま
し
た
。
集
火

を
お
こ
な
っ
た
の
は
旧
坂
内
村
村
長
の
新

井
弘
文
さ
ん
ら
代
表
者
３
名
で
多
く
の
出

席
者
が
見
守
る
な
か
、
慎
重
に
火
が
運
ば

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宗
宮
町
長
が
ラ
ン
タ
ン
に
火

を
移
し
て
「
清
流
ま
る
ケ
」
当
日
ま
で
保

管
し
ま
し
た
。

「
清
流
ま
る
ケ
」採
火
式

　
～
３
つ
の
火
が
結
集
～

い
び
川
温
泉
藤
橋
の
湯

来
館
者
１
０
０
万
人
達
成

数
字
行あ

ん
ど
ん灯

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　

７
月
20
日（
日
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
い
び
が
わ
の
祭
り
（
清
流
ま
る
ケ
）

で
揖
斐
川
に
浮
か
べ
た
数
字
行
灯
に
飾
り

付
け
を
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

芸
術
家
の
日
比
野
克
彦
さ
ん
が
監
修

し
、
造
形
作
家
の
中
島
法
晃
さ
ん
ら
が
指

導
に
あ
た
っ
た
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

は
、
芸
術
や
美
術
に
関
心
の
あ
る
親
子
な

ど
80
人
が
参
加
。

　

木
の
幹
や
葉
に
見
立
て
作
ら
れ
た
行
灯

は
高
さ
２
・
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
揖

斐
川
町
合
併
10
周
年
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
１
と
０
の
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、参
加
者
ら
が
、和
紙
を
貼
っ

た
り
、
色
を
塗
っ
た
り
し
て
行
灯
に
飾
り

付
け
を
し
ま
し
た
。

　

い
び
が
わ
の
祭
り
当
日
、
揖
斐
川
に
浮

か
ん
だ
行
灯
は
、
や
わ
ら
か
い
光
を
放
ち

来
場
者
に
癒
し
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

▲ 50 周年を祝うテープカット

▲くす玉を割る髙橋さんや関係者
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▲坂内を目指すランナー（藤橋地域）

▲人気楽曲を踊り会場を盛り上げる職員

▲川下りに挑戦する参加者

▲音楽創作劇「夜叉ヶ池物語」

　

７
月
27
日（
土
）と
28
日（
日
）の
２
日
間

を
か
け
て
、
夜
叉
姫
ゆ
か
り
の
神
戸
町
か

ら
坂
内
の
夜
叉
ヶ
池
ま
で
を
往
復
す
る

「
夜
叉
ヶ
池
伝
説
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
延
長
が
１
３
５
㎞

と
い
う
過
酷
を
極
め
た
こ
の
大
会
に
は
今

年
も
全
国
か
ら
３
１
２
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
初
日
の
27
日
は
、
神
戸
町
役
場

を
ス
タ
ー
ト
し
て
揖
斐
川
沿
線
を
走
り
坂

内
の
道
中
ま
つ
り
の
会
場
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
、
早
朝
に
坂
内
交
流
セ
ン

タ
ー
を
出
発
し
て
夜
叉
ヶ
池
ま
で
の
山
道

を
駆
け
登
り
、
折
り
返
し
て
神
戸
町
役
場

を
目
指
し
ま
し
た
。
汗
ば
む
陽
気
と
な
っ

た
両
日
で
し
た
が
、
参
加
者
ら
は
颯
爽
と

揖
斐
川
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

緑
の
少
年
団
全
国
大
会
開
催

　
～
緑
を
愛
し
育
て
よ
う
～

　

７
月
23
日（
水
）か
ら
25
日（
金
）に
第
23

回
緑
の
少
年
団
全
国
大
会
が
揖
斐
川
町
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

緑
の
少
年
団
は
、緑
と
親
し
み
守
り
育
て

る
活
動
を
行
う
自
主
的
な
団
体
で
、全
国
に

約
３
３
０
０
団
体
、33
万
人
の
団
員
が
い
ま

す
。
こ
の
日
か
ら
、行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
は

県
外
か
ら
35
団
体
、県
内
か
ら
は
20
団
体
の

参
加
が
あ
り
、体
験
活
動
や
共
同
生
活
を
通

し
て
、緑
へ
の
理
解
や
連
携
を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
活
動
は
町
内
の
ふ
じ
は
し
星
の
家
や

揖
斐
高
原
栃
の
実
荘
な
ど
町
内
の
宿
泊
施

設
の
ほ
か
美
濃
市
な
ど
に
も
分
か
れ
て
行
わ

れ
、ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
川
遊
び
な
ど

自
然
に
触
れ
る
体
験
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
29
日
に
開
か
れ
た
福
島
県

緑
の
少
年
団
大
会
へ
は
、
揖
斐
川
町
か
ら

９
名
の
児
童
が
参
加
し
て
育
樹
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り

～
伝
説
の
龍
神
が
舞
う
～

夜
叉
ヶ
池
伝
説
マ
ラ
ニ
ッ
ク

～
１
３
５
㎞
を
踏
破
～

山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
開
催

　

山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
が
、
７
月
26
日

（
土
）、
山
び
こ
の
郷
・
久
瀬
振
興
事
務
所

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
よ
さ
こ
い
や
幼
児
園
児
と

小
学
生
の
合
唱
、
盆
踊
り
、
バ
ザ
ー
、
そ

の
ほ
か
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
出
し
も
の

が
あ
り
、
山
び
こ
の
郷
の
入
所
者
や
地
域

の
人
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

入
所
者
に
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、

近
年
で
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
若
手

グ
ル
ー
プ
の
参
加
も
あ
り
、
夏
の
風
物
詩

と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、
西
津

汲
地
内
か
ら
花
火
の
打
ち
上
げ
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
が
、
７
月

26
日（
土
）、
遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設
会
場
で

行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
、
約
２
０
０
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
約
１
３
０
０
年
前
か

ら
伝
わ
る
夜
叉
ヶ
池
伝
説
を
再
現
す
る
創

作
音
楽
劇
を
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
長
浜
市
湖
北
地
域
の
ア

イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
キ
ャ
ン
セ
浜
姫
」
の

シ
ョ
ー
や
「
鼓
國
雷
響
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の

太
鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
叉
ヶ
池
伝
説
は
、美
濃
の
国
神
戸（
現

在
の
神
戸
町
）
の
郡
司
が
、
恵
み
の
雨
の

返
礼
に
娘
を
夜
叉
ヶ
池
に
す
む
龍
神
に
嫁

が
せ
た
と
い
う
物
語
で
す
。
地
元
の
人
た

ち
が
出
演
す
る
音
楽
創
作
劇
「
夜
叉
ヶ
池

物
語
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
で
は

全
長
21
メ
ー
ト
ル
の
龍
人
が
現
れ
、
夏
の

夜
に
幻
想
的
な
伝
説
が
蘇
り
ま
し
た
。
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▲審査の様子

▲安全祈願祭の様子

　

揖
斐
川
町
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
北
海
道
芽
室
町
の
小
学
生
14
名
が
、

７
月
28
日（
月
）か
ら
７
月
31
日（
木
）に
か

け
て
町
を
訪
れ
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
29
日（
火
）に
は
、
春
日
貝
原
棚
田
で

藍
染
を
体
験
し
た
り
、
さ
ざ
れ
石
公
園
を

見
学
す
る
な
ど
し
て
揖
斐
川
町
の
文
化
や

自
然
に
触
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、30
日
に
は
、大
和
小
学
校
を
訪
れ

お
互
い
の
町
や
学
校
の
特
色
を
発
表
し
て

交
流
し
ま
し
た
。大
和
小
学
校
で
は
児
童
に

教
わ
っ
て
桂
古
代
踊
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ほ
か
に
も
子
ど
も
歌
舞
伎
の
稽

古
場
を
見
学
し
た
り
、
街
を
散
策
す
る
な

ど
し
て
揖
斐
川
町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
児
童
か
ら
は
「
川
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
」「
竹
が
生
え
て
い
る
の
に
驚
い

た
」「
田
ん
ぼ
を
初
め
て
見
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
茶
の
生
産
で
全
国
的
に
も
知
名
度
の

高
い
桂
地
区
に
建
設
さ
れ
る
農
産
物
販

売
所
の
工
事
安
全
祈
願
祭
が
７
月
28
日

（
月
）、
建
設
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

お
茶
の
生
産
・
加
工
が
盛
ん
な
桂
地
区

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｒ
や
販
売
の
拠
点

と
な
る
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
め
、
町
が
国
や
県

の
交
付
金
を
充
て
て
建
設
す
る
運
び
に
な

り
ま
し
た
。

　

建
築
面
積
２
０
０
㎡
の
施
設
内
に
は
お

茶
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
に
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
や
お
茶
を
使
っ
た
お
菓
子
を
提
供
す

る
茶
房
な
ど
を
備
え
る
予
定
で
27
年
４
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
祈
願
祭
に
は
、
県
や
町
の
関
係
者

や
工
事
関
係
者
が
出
席
し
て
神
事
を
行

い
、
工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
か
ら
開
か
れ
た
大
垣
国
際
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
た
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
大
会

前
に
強
化
合
宿
地
と
し
て
訪
れ
た
揖
斐
川

町
健
康
広
場
で
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
28
日（
月
）、
こ
の
日
指
導
を
行
っ

た
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
エ
ー
ス
の
上
野
由
岐
子
選
手
ら
日
本
代

表
選
手
ら
で
、
揖
斐
川
町
に
本
拠
地
が
あ

る
岐
阜
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
ジ
ュ

ニ
ア
の
小
中
学
生
約
40
人
が
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　

バ
ッ
テ
リ
ー
と
内
野
、
外
野
に
分
か
れ

て
、指
導
が
行
わ
れ
、基
礎
と
な
る
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
や
背
走
の
練
習
な
ど
、
実
践
的

な
ボ
ー
ル
さ
ば
き
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
を
受
け
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ

ジ
ュ
ニ
ア
は
、
７
月
31
日
か
ら
北
海
道
で

開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
、
優
勝

し
ま
し
た
。

北
海
道
芽
室
町
の
児
童
が

揖
斐
川
町
で
研
修

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
が

小
中
学
生
を
指
導

第
15
回
久
瀬
花
き
品
評
会
開
催

桂
地
区
農
産
物
販
売
所

工
事
安
全
祈
願
祭

　

７
月
31
日（
木
）久
瀬
公
民
館
で
、「
第

15
回
久
瀬
花
き
品
評
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

品
評
会
に
は
久
瀬
地
域
で
生
産
さ
れ
た

小
菊
50
点
、
し
き
み
30
点
が
出
品
さ
れ
、

色
や
形
、
つ
や
、
商
品
性
な
ど
が
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
の
岐
阜
県
知
事
賞
は
、
小
菊
を

出
品
し
た
、
村む

ら

瀬せ

佐さ

一い
ち

さ
ん
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
切
花
の
部
（
小
菊
）

　

金
賞
（
町
長
賞
）�

長な
が

屋や　

建た
つ

志し

さ
ん

　

銀
賞
（
岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合
理
事
長
賞
）

�

山や
ま

本も
と

勘か
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん

　

銅
賞
（
い
び
川
農
業
協
同
組
合
長
賞
）

長な
が

屋や　
　

薫
か
お
る
さ
ん

　

奨
励
賞�

長な
が

屋や

た
つ
よ
さ
ん

■
枝
物
の
部
（
し
き
み
）　

　

金
賞
（
議
長
賞
）�

高た
か

橋は
し　

静し
ず

好よ
し

さ
ん

　

銀
賞
（
揖
斐
農
林
事
務
所
長
賞
）

�

高た
か

橋は
し　
　

努
つ
と
む

さ
ん

　

銅
賞
（
久
瀬
花
き
生
産
組
合
長
賞
）

�

河か
わ
い合　

元も
と

美み

さ
ん

　

奨
励
賞�

高た
か

橋は
し　

時と
き

江え

さ
ん

▲代表選手の指導を受ける参加者

▲藍染のスカーフが完成♪


